
・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

栄
教

０５５－２３４－５６７８（自宅）

０９０－９９９９－９９９９（携帯）

⑩
　
学
　
　
　
歴
　
（

小
卒
以
降
全
部
）

卒・修

卒

H1 ・ ４ ～ H3 ・ ３

H3 ・ ４ ～ H7 ・ ３ 0

資 格 変 更 ・ ・

⑦基準学歴

改

男
・
女

山梨大学 卒

甲府東高校 卒

甲府東中 卒

※「山梨県教育職員給与カードの記載方法」を参照しながら記入してください。（○の中の数字に該当する項目ごと解説しています。）

③
氏

 

名
山梨　太郎

実
講

実
助

寄
指

講
師

助
教
諭

山梨県教育職員給与カード
ふりがな 　やまなし　たろう

②連絡先

職 員 番 号

採 　 用 　 時 　 の  　資  　格

S５７年１０月　１ 日④生年月日

年
月

⑥
職
名
等

・

基準学歴

２年 ０月

課 程
年 月

大学卒 ⑧学歴区分

学歴区分

⑪
　
経
　
　
　
歴
　
（

　
採
　
用
　
時
　
ま
　
で
　
）

校
長

副
校
長

教
頭

・

・

・

H２６・１０～R６・３

学 校 名

山城小

新田小

実修学期間

在家庭

－－－ －

換算年月
年　　　月

・

・

換算率

割月

実 修 学
年 月

H７・４ ～ H１０・３

H１０・４～H１３・３

H１４・４～H１９・３

H１９・４～H２０・３

4

・ ～ ・

・ ～ ・

0 1 0

・
石和中・塩山中

・

正規教員

山梨大学専攻科 卒

・

・ ～ ・

・ ～ ・

・

・

0 3 0

・ ・

⑫
免
許
資
格

特一種 知的 H19.3.24

高一種 地理歴史 H19.3.24

中専修 社会 H20.3.24

小専修 H20.3.24

免許資格 科　目

1 . ２

1 年. 0月H１３・４～H１４・３

H２０・４～H２１・３

H２１・４～H２２・５

・

教
諭

養
教

養
助

－－－－－－－

学
栄

学
事

－－
6

4
－

営業（正規）

勤 務 校

職務内容 実年月実 期 間
割

換算年月換算率

年　　　月

・

1 . 0

本人印

山

梨

Ｒ6年　４ 月   １日

－－

⑤本県の正規職員としての採用年月日

⑨基礎学歴 高校３卒
大学専攻科卒

・

・

・

・ ～ ・

・ ～ ・

・

・

・

・

朝日小

職 場 名

・ ～ ・

（株）山梨商事

静岡市立静岡中

・

0 . 10

・

・

・

・

９ . 6

朝日小

在家庭

H２３・４～H２４・３

H２４・４～H２５・３

H２５・４～H２６・９

・

吉田高
・

代替教員

1 . 0

1 . 6

1 . 0

期間採用

非常勤講師

学校訪問調査員

H２２・６～H２３・３

初任給決定

・

・

・

・

・

・ ～ ・

（計） ・ ～ ・

・

・

・

・

・

・ ～ ・

・ ～ ・

・ ～ ・
・

・ ～ ・

3

特記事項

・

取得年月日取得年月日 免許資格 科　目

①小

0

・

年

6

3 0 3

・

・

・

5 0 4 0

1

0

記 載 例

⑩

学歴

・校名は短縮形でもよい。

・専門学校、各種学校の場合も

記入する。

・通信教育（卒業・修了）の場合

も記入する

・研究生、聴講生、科目等履修

生の場合も記入する。

・短大・専門学校卒業の場合は

正規課程が２年か３年か確認

すること

⑬
本人印を忘れ
ずに押して下

さい。

記入不要

⑦

基準学歴

大学卒（大学院修了者含む）

短大卒

高校卒

⑫

免許資格

・教育職員免許法上の免許のみ

記入する。

・取得見込みの免許も記入する。

(年月までで可）

記入不要 記入不要

⑪

経歴

・高校卒業後（基礎学歴取得後）の経歴について

すべて月単位で空白期間のないように記入する。

・空白の期間はすべて在家庭で記入する。

注意点

・代替教員の場合、発令が異なっていて

も、同一所属で月単位で連続していれば、

１件として扱う。 （例：産休→育休）

記入不要

⑧

学歴区分

博士課程修了 修士課程修了

専門職学位課程修了 大学６卒

大学専攻科卒 大学４卒

短大３卒 短大２卒

高校３卒

①
上段：校種・教科

職歴証明書が必要
同時に複数校でやっている
場合は、すべて必要

○で囲む。

予備校・浪人は経歴欄の上
段に「在家庭」と記入


